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研 究 会・シンポジウム報告 
 
2018 年 2 月 2 日（金） 特別研究会報告 
テーマ： 大阪の底力―大都市大阪は国家を超えられるか― 
報告者： 小池隆生所員（経済学部准教授） 
     「大阪・西成〜1990 年代初頭以後の 25 年に焦点をあてて」 
報告者： 長尾謙吉所員（経済学部教授） 
     「泉州のタオル産業―生産システムの特色と縮小下の課題―」 
報告者： 水戸部啓一氏（経済学部兼任講師、国際環境経済研究所理事） 
     「日本の自動車産業を取り巻く潮流と課題」 
時 間： 14:00～17:00 
場 所： 生田キャンパス 2 号館 225 教室 
参加者： 20 名 
研究会概要： 
 今回の研究会は 2017 年度春季実態調査の事前学習として企画された。同調査は 2 月 28
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2018 年 2 月 14 日（水） 定例研究会報告 
テーマ： 首都直下地震避難の後のことを考える 
報告者： 國副隆（渋谷区役所）、佐藤慶一（専修大学） 
     原野康典（坂茂建築設計事務所）、小泉秀樹（東京大学）等 
時 間： 18：30～21：00 
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2018 年 2 月 21 日（水） 
テーマ： ベトナムのホアールー祭りの保存 ―市民レベルの遺産としての保存― 
報告者： ゴ・フォン・ラン（ベトナム社会科学アカデミー附属東北アジア研究所・ 
日本研究センター所長/日文研外国人研究員） 
時 間： 14：00～16：00 






 ホアールー祭はベトナム丁朝（968～980 年）、前黎期（980～1009 年）、李朝（1009～1225
年）の歴史と、丁部領王の生涯を再現した祭であるという。かつて祭礼はベトナム代々の
封建王朝によって厳粛かつ豪華に司られてきたが、阮朝（1802 年）から国家祭礼として遂
行されてきた。しかしフランス植民地時代やベトナム戦争時代には「村の祭礼」として簡
素化、縮小化され、一時期中止の憂き目にもあっている。これが 1983 年から復興され、
ベトナムの特色が反映された伝統文化や芸術を保存する祭礼として、現在では全国に知ら
れるようになり、ベトナム最大の祭礼として無形文化財としても認められているという。
ゴ・フォン・ラン氏の発表では、１．上記を含めたホアールー祭の歴史について、「大越
史記全書」の日本語訳や実際の史跡の写真を交えながらの説明、２．現在でも儀式的部分
の「礼」と、その後の娯楽的部分の「会」で成り立っているという祭礼そのものの形につ
いての説明がなされた。そして、特に興味深かったのは、３．その保存が現在どのように
行われているのか、あるいは今後行われようとしているかについての実際のインタビュー
の様子などを交えた形での説明が行われたことである。ホアールー祭を保存する活動とし
ては、政府や地方政府からの助成金はもちろんであるが、祭礼遂行者や管理者による慶節
委員会や社の人民委員会などのいわゆる市民レベルの人々の活動が不可欠のものとして
展開されていること、また祭礼を中心とした文化活動を通しての住民のコミュニティ活動
にも寄与し、人々に共通の文化的価値観を創造していることがホアールー祭の最大の価値
であることが指摘され、発表内容として結ばれていた。 
記：専修大学人間科学部・樋口博美 
 
